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- lim 2ムdt∑¢*np(y)exp卜 (^ n/M)2〕境(Ⅹ)･M一ナ∞ n (9)
ここで,lnと¢nはそれぞれ カの固有値と固有関数である.
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TをN等分(N-- )して,完全性関係 :JIX>dX<XL- 1 を各時間分点でそう入することによっ
て,経路積分表式を得る:
K(T)-∑JTnn(C)expliS.(C)/L]nix(i)dP(i)TZ, (9)

























































{F,G}- ∑ 9ijkFi鍔 Ei-(Xi,PL)
琵 # :-(x-p," 芳A(Xi,Xj)鍔 aS ･ (20,
となるO･)さてP.Bと交換子の対応 〔令,G^〕=射 F,Giに注意すれば,量子化が得られる.とくに,















となり,これは Faddeevの operatoranomalyに一致することが示される｡(ref.12)参照 )
断熱位相のアイデアを用いて Faddeevの異常交換を説明する別のアプロー チがある.(ref.13)～16))
これらは,いずれも,ゲージ変換をもつフェ′レミオン･ヒルベル ト空間で表現したとき,通常の射線表現
から,位相Ilによる,修正をこうむるという事実にもとづいている｡ここで展開した手法との関連を調べ
ることは残された問題である｡
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